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一般会計の歳入総額は､ 30億５千91万４千円で､ 昨年に比べ6.45％減収しました｡
内訳は､ 町税については､ 4.07％ (１千178万５千円) の減額となりました｡ 市町村民税､ 特に個

人町民税の落ち込みが激しく､ 8.8％ (719万３千円) の減少となっており､ 長引く不況による会社の
閉鎖､ 建設業の業績不振による個人所得の減額が原因と思われます｡
また､ 普通交付税は､ 対前年度比で9.21％ (１億４千662万８千円) の減額となりました｡ 交付税

の段階補正の見直しによる影響が大きく､ 自主財源である町税の割合が低く国からの普通交付税に大
きく依存している当町は､ これからの財政運営は､ 非常に厳しいものがあります｡

歳出は､ 30億21万３千円で､ 昨年度に比べて､ 6.5％減額となりました｡
目的別歳出のトップは､ 公債費の５億１千478万９千円で全体の17.2％を占めています｡ 以下､ 総

務費の４億６千878万８千円､ 民生費の４億５千875万円､ 衛生費の２億７千925万５千円と続きます｡
町では､ 計画的､ 効率的な予算の執行と住みよい街づくりのため努めてきました｡

������

町が借り入れた地方債(長期借入金) の元利償還金及び一時借入金利子の合計額をいいます｡ 過去
の債務の支払いに要する経費です｡ 公債費は､ 町の歳入の減少等に関係なく支出しなければならない
義務的経費です｡
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【単位：千円】
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【単位：千円】
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{※平成15年３月末の人口 (4,298人) により算出}
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６
月
下
旬
以
降
の
低
温
と
日

照
不
足
に
よ
り
、
農
作
物
、
と

り
わ
け
水
稲
に
出
穂
遅
延
と
不

稔
障
害
が
発
生
し
、
減
収
が
免

れ
な
い
事
態
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
町
で
は
９
月
３
日

｢

今
別

町
農
作
物
冷
害
対
策
本
部｣

(

本
部
長
今
別
町
長
小
鹿
正
義)

を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
９
月
５
日
、
生

育
状
況
を
把
握
す
る
た
め
東
地

方
農
林
水
産
事
務
所
、
青
森
地

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、

津
軽
広
域
農
業
共
済
組
合
、
東

つ
が
る
農
協
並
び
に
町
関
係
機

関
が
現
地
確
認
を
し
ま
し
た
。

現
地
確
認
後
、
今
後
の
生
育

状
況
や
被
害
状
況
に
応
じ
て
適

切
な
農
家
指
導

と
被
害
農
家
の

支
援
に
取
り
組

む
こ
と
。
ま
た
、

不
稔
障
害
の
状

況
を
更
に
詳
し

く
調
査
し
、
今

後
の
具
体
的
な

対
応
と
し
て
、

落
水
期
の
延
長

に
よ
る
稔
実
の

確
保
、
適
期
刈

取
り
乾
燥
、
種

も
み
の
確
保
等

に
当
た
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。
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平成15年度むつ原燃サイクル推進特別対策事業による､ 町道整備事業 (国道280号・青銀前～後町
線・役場下を結ぶ－写真参照－) が決まりました｡
この事業は､ 原燃サイクル施設の立地を契機とした地域振興の一環として､ ｢財団法人むつ小川原

地域・産業振興財団｣ が､ 各市町村に地域特性を生かした各種整備事業をするために助成されるもの
です｡
町では､ 平成11年度からむつ原燃サイクル推進特別対策事業助成金40,000千円を風力事業に出資し
ていましたが､ 昨年10月風力事業の採算性に疑問があるとの判断により風力事業から脱退しました｡
そのため､ この助成事業は平成15年度中に終了しなければならないという期間限定と､ 風力事業に
替わる事業を実施しない場合は助成金の返還もあるため､ 新たな事業として現在の役場の場所に町村
合併後の町民センター建設を見据えた先行投資として､ 道路整備事業に取り組むことにしました｡
なお､ この町道整備事業は７月11日に開催した､ 町議会臨時会で可決され実施することになりまし
た｡
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◆工事着工は､ 11月頃を予定しています｡
工事期間中は､ 周辺地区の皆さんには大
変ご迷惑をおかけすることになりますが
ご協力をお願いします｡
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表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

�
�

�
�

�

���
�

���

(

老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者
の
み)

○
白
鳥
・
・
小
林
な
よ
・
伊
東
�

夫
・
伊
東
キ
ヨ
ミ

○
旭
・
・
田
中
き
み
・
佐
藤
繁
雄
・

木
村
昭
子
・
勝
野
マ
リ

○
曙
・
・
小
鹿
て
つ
子

○
新
生
・
・
小
鹿
ツ
ル
・
阿
部
良

子
・
阿
部
修
吾
・
石
川
シ
ズ

ヱ

○
高
砂
・
・
川
村
照
代
・
澤
田
平

三
・
太
田
清
一
・
中
嶋
保
昌
・

坂
本
留
雄
・
坂
本
は
る
ゑ

○
紅
梅
・
・
相
内
ト
シ
ヱ
・
新
井

田
幸
四
郎

○
白
梅
・
・
嶋
中
さ
よ

○
松
葉
会
・
・
本
郷
和
子

○
さ
か
き
・
・
嶋
中
静
江

○
関
口
・
・
西
條
總
逸

○
福
寿
会
・
・
木
村
清
次
・
田
中

き
ぬ
え

○
明
和
会
・
・
太
田
し
づ
ゑ
・
佐
々

木
光
重

○
協
和
・
・
藤
巻
ミ
ド
リ

○
奥
平
部
・
・
神
と
み
ゑ
・
佐
々

木
繁
美

�
	

�
�

�

���
�

���

○
今
別
・
・
柳
谷
ハ
ナ
・
小
鹿
麓

二
郎
・
小
鹿
久
助
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○
西
田
・
・
川
村
や
な
・
梅
田
清

二

○
団
地
・
・
吹
田
き
み
・
小
鹿
嘉

一

○
特
養
・
・
鈴
木
ツ
セ

○
浜
名
・
・
澤
田
な
さ
・
新
井
田

ツ
ソ

○
大
川
平
・
・
嶋
中
ミ
キ
・
大
澗

つ
ま

○
鍋
田
・
・
明
田
フ
ミ

○
山
崎
・
・
太
田
花
代
・
島
中
サ

ト
・
中
島
正
春

○
大
泊
・
・
吉
田
キ
ヌ
エ
・
米
谷

サ
ナ

○
砂
ヶ
森
・
・
小
倉
き
さ

○
袰
月
・
・
米
田
慶
一

○
綱
不
知
・
・
田
中
喜
二
郎

�
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○
今
別
・
・
間
山
正
春
・
ハ
ル
ヱ

夫
婦
、
金
澤
岩
造
・
す
ゑ
夫

婦
、
木
村
昭
夫
・
ハ
ル
ヱ
夫

婦

○
浜
名
・
・
五
十
嵐
光
雄
・
リ
サ

夫
婦

○
関
口
・
・
西
條
總
逸
・
ゆ
き
子

夫
婦

○
二
股
・
・
相
内
寛
・
昭
子
夫
婦

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�

��
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○
二
股
・
・
相
内
豊
作
・
キ
ヨ
ミ

夫
婦
、
相
内
喜
信
・
ト
セ
夫
婦

開
発
セ
ン
タ
ー
で
９
月
12
日
今
別
町
敬

老
会
が
開
か
れ
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
約
２
８
０
人
の
関
係
者
が

集
い
小
鹿
正
義
町
長
や
嶋
中
賢
一
社
会
福

祉
協
議
会
長
が

｢

皆
さ
ん
の
お
元
気
な
姿

を
見
て
何
よ
り
も
う
れ
し
い
。
今
後
も
元

気
で
、
町
発
展
へ
の
お
力
添
え
を
お
願
い

し
た
い｣

と
挨
拶
。
お
年
寄
り
の
長
寿
と

健
康
を
祝
福
し
、
米
寿
者

(

88
歳)

な
ど

に
顕
彰
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
今
別
保
育
園
園
児
に
よ
る

遊
戯
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
歌
や

楽
器
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い

声
と
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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� � � �
順位 長寿者氏名 年齢 生年月日 地区名 長寿者氏名 年齢 生年月日 地区名
１ 宮 本 善次郎 95 明治41. ５. ５ 村 元 小 鹿 サ ワ 97 明治39. ２. 20 大川平
２ 小 倉 正 廣 94 明治41. 11. 23 袰 月 坂 本 ヨ シ 96 明治39. 10. 24 今 別
３ 勝 野 五 助 93 明治43. ５. 23 今 別 藤 巻 コ ヨ 96 明治40. ８. 11 砂ヶ森
４ 平 野 政太郎 92 明治43. 10. ２ 団 地 成 田 タ ミ 95 明治41. ３. 17 なかやま荘
５ 野土谷 勝 男 91 明治45. ６. 24 今 別 村 上 志 ま 95 明治41. ３. 20 大川平
６ 宮 越 専 蔵 91 明治45. ７. ４ 大川平 米 田 し ぎ 95 明治41. ５. 12 なかやま荘
７ 中 嶋 勝三郎 91 明治45. ７. 11 今 別 村 川 み ゑ 95 明治41. ６. 22 なかやま荘
８ 田 中 久次郎 90 大正２. ３. ７ 大川平 太 田 つ よ 94 明治41. 10 ８ 山 崎
９ 嶋 中 藤 市 90 大正２. ３. 18 大川平 小 鹿 と せ 94 明治41. 10. 16 大川平
10 三 上 善五郎 90 大正２. ８. 23 今 別 佐 藤 リ サ 93 明治43. ４. 20 団 地
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町
立
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
９

月
８
日
鈴
木
健
二
氏
に
よ
る

｢

お
話

と
朗
読
の
会｣

が
54
名
の
参
加
の
も

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
立
図
書
館
長
で
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
鈴
木
氏
は
長
年
の
経
験

を
生
か
し
、
朗
読
時
の
声
の
出
し
方

や
、
文
章
を
解
釈
し
て
、
聞
き
手
が

場
面
を
想
像
で
き
る
よ
う
に
ゆ
っ
く

り
と
読
む
こ
と
な
ど
、
時
に
は
笑
い

を
交
え
て
朗
読
の
技
術
を
指
導
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
ひ
と
り
一
人
が
朗
読
し

た
後
直
接
指
導
も
し
、
始
め
は
緊
張

し
て
い
た
参
加
者
も
楽
し
み
な
が
ら

朗
読
す
る
こ
と
を
学
び
、｢

今
後
も

機
会
あ
る
ご
と
に
生
か
し
て
行
き
た

い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
楽
し
み
に
し
て
い
た
鈴

木
氏
に
よ
る

｢

宮
本
武
蔵｣

の
朗
読

が
始
ま
る
と
、
そ
の
情
景
が
ま
る
で

映
画
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
伝
わ

り
、
参
加
者
は
最
後
ま
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
で
ま
り
の
会
で
読
み
聞
か
せ
活

動
を
し
て
い
る
山
内
和
子
さ
ん
は

｢

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
よ
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
た
い｣

と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

������������

������		

����

昨
年
に
続
き
、
い
ま
べ
つ
野
菜
の
会
・
Ｊ
Ｆ
Ｃ
が
出

品
し
て
い
る

｢

今
別
町
フ
ェ
ア
ー｣

が
こ
の
ほ
ど
、
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
青
森
店
で
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、

多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

販
売
品
目
は
、
長
ナ
ス
、
大
根
、
馬
鈴
薯

(

メ
ー
ク

イ
ン
・
ア
ン
デ
ス)

、
枝
豆
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
長
ネ
ギ
、

ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
山
菜

(

ミ
ズ)

、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
で
、
販
売
量
も
昨
年
の
フ
ェ

ア
ー
の
２
倍
以
上
で
し
た
。
販
売
状
況
は
、
去
年
よ
り

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
売
れ
行
き
で
ほ
ぼ
完
売
。

特
に
長
ナ
ス
は
、
お
客
も
よ
く
知
っ
て
い
て
、
柔
ら
か

く
て
お
い
し
い
と
評
判
で
し
た
。

２
日
目
の
日
曜
日
は
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
午
後
２

回
、
大
川
平
の
荒
馬
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
方
々
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

｢

平
和
教
育
に
役
立
て
て｣

と
、

全
国
の
市
町
村
や
学
校
に
寄
付
活
動

を
続
け
て
い
る
、
沖
縄
市
で
ボ
ー
リ

ン
グ
場
な
ど
を
経
営
す
る
上
原
清
善

さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
役
場
を
訪
れ
、

20
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

上
原
さ
ん
は
、
戦
争
の
悲
惨
な
体

験
を
通
し
て
思
い
や
り
や
平
和
教
育

の
必
要
性
を
感
じ
、
全
国
の
小
学
校

に
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
贈
っ
た
り
、
自
治

体
な
ど
に
寄
付
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

梅
田
久
義
助
役
は
、｢

子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
、
大
事
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す｣

と
上
原
さ
ん
へ
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。
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町では､ 広報いまべつ９月号で平成15年度の国民健康保険税 (以下
｢保険税｣ という｡) の納期内完納についてお願いしました｡ 昨年の10
月に国民健康保険と老人保健が改正されたことなどが反映し､ 平成15
年度の国保財政は大変厳しい状況に直面しています｡ 医療費の高騰に
加えて､ 長引く不況による所得の落ち込みなどで､ 年間の収納率の伸
び悩みが原因です｡
国保の医療費支払いの財源は､ かかった給付費の半分を国の補助金から残りを国保加入者からの保
険税､ 町の繰入金で賄うことになっています｡
また､ 財源に充てるためこれまで積み立ててきた国保財政調整基金も底打ち状態で､ 国保財政はか
つてないほど厳しい状況に追い込まれています.
国保制度を安定的に運営するためには､ 国保加入者のひとり一人が責任を持ち､ 保険税を納めてい
ただくことが大事です｡
病気やケガをしたときに安心してお医者さんにかかれるように､ 加入者がお金を出し合って医療費
にあて､ 支えあう仕組みが国保制度です｡
｢備えあれば憂いなし｣､ 国保制度を今一度ご理解いただき､ 医療費の節約と保険税の納期内納付

に御協力をお願いします｡
�����

保険税の期別毎の納税は､ さらに分割して納付することもできます｡ お気軽に納税相談を｡
・税務課 �：35―2001

����	
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国保の届け出や給付､ 高額医療費､ 退職医療制度､ 老人保健制度など窓口は住民保険課です｡ お気
軽にご相談を｡ ・・・・・・・・住民保険課 �：35－2001

��� � �

朝鮮半島・台湾出身者で日本に永住されている方で昭和12年７月７日以後の公務傷病により
①昭和16年12月８日以降死亡された方のご遺族
②重度の障害の状態にある方
③重度の障害の状態にあった方のご遺族

��� � 	 


上記の①または､ ③に該当する方は弔慰金260万円｡
上記の②に該当する方は見舞金400万円｡

���  � �・・・・・平成16年３月31日まで
���  � �・・・・・環境福祉課
�������・・・・・環境福祉課援護担当 �：35－2001

・青森県健康福祉施策課保護援護グループ �：017－734－9278
・総務省大臣官房管理室弔慰金等支給業務室 (〒105－0001東京都港区虎ノ門１－18－１
虎ノ門第10森ビル) �：03－3539－7830・7831
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山
を
登
り
き
る
達
成
感
を
味
わ
う
と
共
に
、
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
岩
木

山
登
山
が
８
月
30
日
、
36
名
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
昨
日
ま
で
降
り
続
い
て
い
た
雨
が
嘘
の

よ
う
に
晴
れ
わ
た
り
、
朝
か
ら
絶

好
の
登
山
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

一
行
は
、
津
軽
岩
木
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
を
過
ぎ
、
８
合
目
に
あ
る
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
か
ら
歩
き
始
め
ま
し

た
が
、
岩
や
石
が
多
く
急
斜
面
も

あ
り
悪
戦
苦
闘
の
末
、
よ
う
や
く

頂
上
に
登
り
昼
食
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昼
食
後
、
見
渡
す

限
り
続
く
津
軽
平
野
の
景
色
を
心

行
く
ま
で
堪
能
し
、
感
動
を
胸
に

下
山
の
地
に
着
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
川
村
弘
江
さ
ん
は

｢

一
度
は
、
岩
木
山
に
登
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
。
何
と
か
皆

さ
ん
と
一
緒
に
頂
上
に
着
き
、
津

軽
平
野
を
一
望
し
雄
大
な
自
然
に

感
動
し
た
。
天
気
も
よ
く
、
本
当

に
登
っ
て
よ
か
っ
た｣

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

今別婦人会 (山内和子会長) は､ この
ほど中央公民館において気軽にできる着
付け教室を澤田田鶴子さんを講師に､ 13
名の参加で行いました｡
今回は､ 澤田さんから浴衣の帯の締

め方が簡単にできるコツを教えていただ
き､ 参加者は今までの自己流の締め方の
違いに ｢こうすればよいのか｡ これなら
簡単にできる｣ と喜んでいました｡
婦人会では､ 今度は ｢袷の着付け教室｣
を開催する予定です｡

����������������		
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レクリエーションダンスひまわりの会 (代表成田り
せ子) は､ ５年前からレクリエーションダンスの好き
な方々が集まってできたグループで今では､ イベント
やスポーツ大会などでダンスを披露しています｡ 会員
は､ 毎週土曜日に中央公民館に集まり､ 心身ともにリ
フレッシュし愉快に楽しんで練習しています｡
このほど､ 青森市で開催された第13回青森県民スポー
ツフェスティバルには､ 会員20名が参加し､ レクリエー
ションダンスで心地よい汗を流しました｡
レクリエーションダンスを体験したい方は､ 中央公

民館へご連絡ください｡
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第４回青森県育樹祭が､ 10月12日十和田市の ｢称

徳館｣ エントランス広場内において開催されます｡

当日は､ 枝打ちなどの育樹作業の体験や親子で楽

しめる木工教室をはじめ､ いろいろな企画を予定し

ています｡ また､ 特産物が当たるお楽しみ抽選会や

先着1000名様への参加記念品のプレゼントがありま

す｡ さらに､ ｢称徳館｣ の見学もでき､ モンゴル国

立民族舞踊団による公演も行なわれます｡ 多数ご参

加ください｡

◆お問い合わせ

〒030－8570

青森市長島１丁目１－１ 青森県庁林政課

�:017-734-9507 FAX:017-734-8145

��������	
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青森保険事務局・社会保険事務所では､ 今年も国
民年金保険料口座振替促進キャンペーンを実施しま
す｡ キャンペーン期間中､ 口座振替に加入された方
に抽選で100名様に県内社会保険関係施設の無料宿
泊券等をプレゼントいたします｡
この機会にぜひ口座振替のご利用を考えてみては

いかがですか｡
・キャンペーン期間
平成15年10月１日から11月30日まで

・応募方法
〒030－8556 青森市本町１－３－９
青森社会保険事務局

｢口座振替促進キャンペーン｣ 係
までご応募ください｡
※詳しくは､ 住民保険課 (�35－2001) へお問い
合わせください｡
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体験農園を利用の方は､ 活性化センターを無料で利用できます｡ 研修室や調理室､ シャワー室もあ
ります｡ ただし､ 種苗や肥料は個人で持ち寄ることになりますので､ 事前に手配をお願いします｡ ま
た､ 農作物の管理についてのお問い合わせは活性化センターへご連絡ください｡
����	
��

利用時間は､ 午前９時から午後４時までで､ 会議等の使用の場合は使用時間を延長することができ
ます｡ 加工用機械の利用は､ 使い方を係員が説明しますが､ 使用については自分で操作することにな
ります｡ 利用料金は､ 乾燥機が１時間当たり100円､ その他の機械は､ 原材料１㎏当たり30円となり
ます｡ (※加工用機械は農園を利用しない方でも使用できます｡)
・加工用機械の種類は､ 多数ありますのでどしどしご利用ください｡

真空パック機械､ 水物パック用機械､ 缶詰用機械､ ビン詰め用機械､
製粉機 (パウダー状にはなりません)､ 乾燥機､ 回転式大鍋､ その他

◆お問い合わせ・・・・荒馬の里活性化センター (�35－2021)
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漁業センサスは､ わが国漁業の実態を総合的に明らかにし､ 国､ 都道府県､
市区町村はもちろん､ 各方面にわたり広く活用される統計資料を整備するこ
とを目的として､ ５年ごとに実施する大規模な調査です｡
平成15年11月１日現在で､ すべての漁業を営む世帯や会社のほか､ 漁業地

域､ 水産流通機関､ 冷凍・冷蔵工場､ 水産加工場を対象として全国一斉に実施します｡
調査した内容は､ 統計資料を作成するためだけに使用するもので､ その他の目的に使用することはあ
りませんので､ 調査の対象となる方はありのままをお答えいただきますようお願いします｡
◆お問い合わせ・・・企画振興課〈�:35-2001〉
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まちの行事予報 10／１～11／10

日 曜 行 事 予 定 〈場所〉

４ 土 町民席書大会〈町立体育館〉

５ 日 今別小学校学習発表会

10 金 今別高校体育祭 (今高グラウンド)

12 日 大川平小学校学習発表会

17 金 第３回キクの会 (開発センター)

25 土 産業と文化のまつり〈開発センター (～26)〉

31 金
介護保険料第３期納期限・固定資産税第３期
納期限・国民健康保険税第３期納期限

11月

６ 木 就学児検診 (今別小学校)

９ 日 大川平小学校収穫感謝祭

� � � �

米
谷

隼
じ
ゅ
ん(

哲)

大

泊

小
山

勇

長
野
県
小
県
郡

(

米
田

真
紀

袰

月

明
田

俊
夫

(

69)

大
川
平

太
田

キ
ソ

(

83)

山

崎

越
田

富
雄

(

72)

二

股

松
本

正
義

(

88)

西

田

笹
谷

俊
造

(

68)

西

田

����(平成15年８月31日)
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掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
時
に
住
民
保
険
課
へ
申

し
出
て
下
さ
い
。
ま
た
、
東
奥

日
報
・
東
奥
ウ
ェ
ブ
に
つ
い
て

も
同
様
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
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(

８
月
１
日
か
ら
31
日
の
届
出
分)

�
�
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�
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� � 平成15年10月25日 (土)
午前９時～午後３時

��� 中央公民館
行政相談委員 � � ���

※当日来所できない方は自宅でも相談を受付します
ので､ お気軽にご利用ください｡

��������	
���
���������	
��

�����	
��
�

�����������

�������������

���� !
"��������

��#$%� !&'()*+,-�
��

��
��

��
��


��

��
��

��
��

��
		

最近､ 蟹田警察署管内において
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という相談が急増しています｡ これらは､ ｢払ってもらえばもうけもの｣ として手紙等
を送りつける手口の悪質商法です｡
このような悪質商法に対しては
./01�23	#4#��5654 7	
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※迷った時は､ 警察本部警察安全相談室 (�017－735－9110 ｢短縮#9110｣) または､ 蟹田
警察署安全相談窓口 (�22－2211)・今別交番所 (�35－2029) に相談しましょう｡
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